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　今年の夏も，日本列島は猛暑，豪雨に見舞われています。この異常気象は今や常態化し，異常
という言葉も使いにくくなるほど，この時期当たり前の気象になってしまった感があります。
　この暑い夏，医学部 6年生の学生さん達は，休む間もなく医師国家試験に向けて猛勉強を続け
ています。私どもが受験した 40年前の遠い過去においては，6年生の夏休みは，各自が自分の
判断によって，地域の病院で泊り込み実習をしたり，体育大会で頑張ったり，あるいは社会活動
を行ったりと，学生時代にしかできないことに時間を使える貴重な期間でした。現在の国家試
験は，受験者にそういった自由な選択をする余裕を与えてはくれません。
　その最大の要因は，医師国家試験が資格試験であるにも関わらず，合格基準が絶対評価では
なく，相対評価になっていることにあります。すなわち，現在の医師国家試験の本質は，受験者
が皆どんなにできても一定割合は必ず落ちる競争試験になっているということです。各大学は
100％合格を目指して卒業生を絞り込みますが，そういった折り紙つきの学生さんのなかから，
さらに 1割は必ず落ちる過酷な椅子取りゲームとなっているのが実態です。
　そういった試験に対処するためには，臨床実習どころではない，予備校の力に頼らなければ
ならない，ということになってきます。現在の医師国家試験のあり方が，卒前医学教育に及ぼし
ている影響は計り知れないものがあります。
　今度の第 112回医師国家試験では，問題数が 100題減り 400題に，期間は 1日短縮し 2日間に
なります。受験生の負担軽減のためということのようですが，実質的な負担は変わりません。内
容的には，臨床実習で経験した内容を問うような臨床実地重視の方向性にあり，問題も吟味さ
れた良問が増えています。ただ，いくら内容が改善されても，相対評価が続く限り，大学におい
てしっかりとした臨床実習が行いにくい状況は変わりありません。
　難しい国家試験が行われているのは，医師の質的レベルを問う国民の納得を得るため，とい
う面があるかもしれません。しかしいずれは，先進諸外国のように，難しい国家試験による絞り
込みではなく，大学の社会的信頼度を高める努力が必要ですが，その卒業判定を尊重してもら
うことで，大学が本来の医学教育を行えるような国になることを願っています。
 （土田哲也）
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